
教育委員会だより教育委員会だより

教育委員会
だ　よ　り

⑳

江田島市教育委員会

教育総務課☎(40)3035
学校教育課☎(40)3036
生涯学習課☎(40)3037

島
か
ら
世
界
へ

　
　

～
21
世
紀
を
主
体
的
に　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

心
豊
か
に
生
き
る
～

�

問
学
び
の
館
☎
（
４
２
）
１
１
４
５

　

江
田
島
町
中
央
在
住
の
太
刀
掛

隼
則
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

日
時　

１
月
７
日
㈭
～
31
日
㈰ 

※
火
・
祝
を
除
く
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

企
画
展
「
写
真
展
」

公
民
館
か
ら

も
の
づ
く
り
教
室
～
切
り
絵
“
お

ま
も
り
地
蔵
・
か
え
る
”
～

日
時　

１
月
９
日
㈯
午
後
２
時
～

講
師　

森
元
の
り
子
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
円

　

児
童
・
生
徒
に
問
題
解
決
の
方

法
の
習
得
と
創
造
力
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
第
53
回
広
島
県
科
学

賞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
か

ら
６
万
２
１
９
８
点
の
応
募
が
あ

り
、
大
古
小
学
校
が
広
島
県
議
会

議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

特
選
は
、
ア
ラ
ム
シ
ロ
ガ
イ
と

ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
の
生
息
場
所
や
生

態
を
調
べ
た
同
校
５
年
長
沼　

沙

弥
さ
ん
・
藪
下　

真
衣
さ
ん
の

「
海
の
お
そ
う
じ
屋
さ
ん
」
が
入

賞
し
ま
し
た
。
観
察
か
ら
生
じ
た

疑
問
を
調
査
や
観
察
・
実
験
に

よ
っ
て
次
々
と
問
題
解
決
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
２
人
は
受
賞
後
の
感
想
と
し

て
、
「
実
験
は
楽
し
い
。
次
は
、

今
よ
り
詳
し
く
研
究
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。

準
特
選

▽
「
砂
の
芸
術
家 

コ
メ
ツ
キ
ガ

ニ
」
大
古
小
６
年　

畠
藤　

海

入
選

▽
「
ふ
し
ぎ
な
み
か
ん
」
大
古
小

１
年　

寺
岡　

冬
偉
▽
「
あ
り
の

け
ん
き
ゅ
う
」
中
町
小
１
年　

大

下　

佳
穂
▽
「
長
く
さ
け　

お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
き
く
」
大
古
小
２
年

大
古
小
長
沼
さ
ん
・
藪
下
さ
ん

おめでとうございます

日
時　

１
月
16
日
㈯

　

受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
、
教

　

室
は
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
総
合
運
動
公
園
（
※

雨
天
の
場
合
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
）

講
師　

杉
田　

寛
治
（
Ｊ
Ｗ
Ａ
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
ク
公
認
指

導
員
）

募
集
人
数　

１
０
０
人

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
締
切　

１
月
12
日
㈫

申
込
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

主
催　

江
田
島
市
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ

優良団体表彰を受賞

　長年のスポーツ振興の功績が讃えられ、

江田島市体育指導委員協議会が、全国優良

団体表彰を受賞し、大方会長に感謝状が贈

呈されました。

体育指導委員とは

　スポーツ振興のため、市民に対し、ス

ポーツの実技の指導その他スポーツに関す

る指導・助言を行っています。

広
島
県
科
学
賞
特
選
受
賞

１
月
の
行
事

学
び
の
館

　

坂
井　

悠
人
▽
「
大
発
見
！
転

が
る
は
や
さ
の
ひ
み
つ
」
三
高
小

３
年　

住
田　

遥
▽
「
紙
の
強
さ

し
ら
べ
」
江
田
島
小
４
年　

上
本

　

晟
史
郎
▽
「
ア
サ
リ
は
い
ろ
い

ろ
な
き
た
な
い
水
を
き
れ
い
に
で

き
る
の
か
」
飛
渡
瀬
小
４
年　

宮

本　

拓
弥
▽
「
ボ
ー
ル
の
は
ず
み

方
の
研
究
」
高
田
小
５
年　

河
野

　

和
人
▽
「
米
と
麦
～
古
代
か
ら

の
二
毛
作
」
切
串
小
６
年　

宇
土

原　

美
月
▽
「
水
の
冷
え
方
の
研

究
」
江
田
島
中
１
年　

宮
本　

昌

也
▽
「
色
水
の
水
温
変
化
」
能
美

中
２
年　

島
村　

裕
実
・
玉
木　

瞳
▽
「
感
熱
紙
に
つ
い
て
」
江
田

島
中
１
年　

松
尾　

妃
菜
▽
「
ど

ん
な
鉄
が
燃
え
る
の
か
」
三
高
中

１
年　

竹
内　

麻
裕
▽
「
日
食
レ

ポ
ー
ト
」
能
美
中
１
年
坂
村　

直

優
▽
「
液
状
化
現
象
」　

大
柿
中

１
年　

浜
先　

沙
奈
・
二
宮　

友

美
▽
「
夏
の
暑
さ
を
の
り
き
る
に

は
」
能
美
中
２
年　

横
撫　

夏
美

　

市
内
の
小
中
学
校
に
就
学
す
る

際
は
、
保
護
者
の
居
住
地
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
で
定
め
た
通
学
区
域

の
学
校
（
指
定
学
校
）
に
通
学
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

申
し
出
に
よ
り
指
定
学
校
以
外
の

学
校
へ
通
学
で
き
る
「
指
定
学
校

の
変
更
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

変
更
が
認
め
ら
れ
る
理
由
は
別
表

の
と
お
り
で
、
保
護
者
が
希
望
す

る
期
間
変
更
で
き
ま
す
。

　

来
年
度
小
・
中
学
校
入
学
予
定

者
に
は
「
入
学
期
日
及
び
学
校
指

定
通
知
書
」
を
１
月
中
旬
に
発
送

予
定
で
す
。
指
定
学
校
の
変
更
を

希
望
す
る
人
は
、
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
後
に
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

指定学校の

変更について

授賞式後の長沼さん
（左）と藪下さん

日
時　

２
月
７
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

大
柿
公
民
館

講
師　

佐
原
直
子
さ
ん
（
ジ
ュ
ニ

ア
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ

イ
ス
タ
ー
）

対
象
者　

幼
児
・
小
学
生
・
中
学

　

ひ
ろ
し
ま
オ
ペ
ラ
・
音
楽
推
進

委
員
会
に
よ
る
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
17
日
㈰
開
場
…
午
後

０
時
30
分
、
開
演
…
午
後
１
時

場
所　

三
高
小
学
校
屋
内
運
動
場

　

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
は
、

有
酸
素
系
マ
シ
ン
10
台
、
ウ
エ
イ

ト
系
マ
シ
ン
７
台
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
マ
シ
ン
３
台
を
完
備
。
女

性
・
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
上
級
者
ま
で
幅
広
く
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金　

１
回
２
０
０
円
（
高

校
生
以
下
・
60
歳
以
上
は
１
０
０

円
）
※
こ
の
他
に
お
得
な
回
数
券
、

定
期
券
が
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間　

月
～
土
…
午
前
10
時
～
午
後
10
時

（
受
付
は
午
後
８
時
ま
で
）　

日
・

祝
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

水
曜
日

※
利
用
者
は
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
体
験
教
室
開
催

新
機
種
を
７
台
導
入

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　

☎
（
４
０
）
３
０
３
７

野
菜
で
つ
く
ろ
う

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子

定
期
講
座
受
講
生
募
集

問
大
柿
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
５
７
）
３
０
０
９

問
三
高
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
４
７
）
０
２
１
１

問
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
４
５
）
５
４
６
０

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

生
と
そ
の
家
族

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
の
み
、

別
途
徴
収
）

　文化活動などで定期的に公民館などを利用す

る場合は、「自主グループ登録申請書」を提出

する必要があります。

　詳しくは、市内公民館または生涯学習課へご

連絡ください。

平成22年度公民館等

自主グループ登録を受付

変更理由 説明と事例

転居 学年途中で市内の通学区域に転居した場合

身体的理由
継続的な加療などで指定学校への就学が
困難な場合・校内生活で支障がある場合

家庭の事情

　保護者の就労より、一時的に親族宅や
保護者就労店舗に帰宅する場合
　家庭環境等から、住民登録を変更する
ことで、著しく不利益となることが明白
な場合

いじめ・不登校
いじめからの回避または不登校からの回復
を目的とする場合

通学距離
（地理的条件）

指定学校よりも通学距離が短い学校へ通い
たい場合

中学校部活動 指定学校に希望する部活動がない場合

小学校の指定学
校の変更による
中学校の変更

小学校で指定学校を変更したことで、その
小学校と同じ通学区域である中学校に入学
を希望する場合

その他
　兄弟姉妹が指定学校を変更しており、同
一の学校を希望する場合
　教育上配慮が必要と認められる場合

●

●

●

●

（別表）


